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微量金属元素は生体内の多くのタンパク質に結合して活性中心として利用されており、生理活性

物質の生合成・代謝やエネルギー・情報変換などの様々な生体内反応に関与している。そのため、

病原菌は増殖に必要な鉄を宿主（感染先）の体内に多量に含まれる赤血球のヘモグロビンからヘム

（鉄−ポルフィリン錯体）を奪い取って補給している。病原菌が持っている ABC 型ヘムトランスポ

ーターについて、低温電子顕微鏡による高分解能立体構造解析を行うための試料調整方法の確立に

取り組んだ。3 つのタンパク質サブユニットが複合体を形成し、輸送基質が結合した状態での構造

決定を目指しており、測定のための安定な試料を調製できる精製条件の検討を行った。また、共同

研究で分子動力学計算を行い、ATP がヌクレオチド結合サブユニットへ結合することによって引き

起こされる膜貫通領域のコンフォメーション変化の経路を予測した。 

 

 

II 金属タンパク質の構造機能解析 
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大型放射光施設 SPring-8 や X 線自由電子レーザー施設 SACLA を利用し、金属タンパク質の結

晶構造解析や時間分解構造解析に取り組み、得られた構造情報を基盤に分光計測や生化学的解析を

組み合わせることで、金属タンパク質の反応機構の解明を目指している。本年度は、SACLA を用い

て、カビ由来一酸化窒素還元酵素（チトクロム P450nor）の触媒反応の鍵となる反応中間体の構造

解析を行った。現在、構造に基づいた理論計算により、反応中間体の電子状態についての詳細を検

討中である。他の金属酵素についても SACLA での時間分解計測にむけて準備を進めている。 
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